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はじめに

「Windows Server 2012のインストールおよび構成（70-410）」は、
Windows Server 2012のコアサービス（Active Directory、ネット
ワークサービスなど）の初期実装と構成についての知識、技能を評
価するMCP（マイクロソフト認定プロフェッショナル）プログラ
ムの認定試験です。この試験は、MCSAの一資格である「MCSA：
Windows Server 2012」取得のための3科目のうちの1つです。また、

「MCSA：Windows Server 2012」は、上位資格であるMCSEの多く
の資格取得の前提となっている、MCSAの中で最も重要な資格でも
あります。

「MCSA：Windows Server 2012」の対象OSは、2014年7月に、
Windows Serve 2012からWindows Server 2012 R2に変更になりま
した。本書はWindows Server 2012 R2を対象とした、最新の試験
範囲に対応した問題集です。

基礎知識の確認のための簡易な問題から試験レベルに相当する応
用問題まで、幅広く掲載しています。また、各問題の解答は、単な
る答え合わせのような解説ではなく、基本的な技術の説明、なぜ正
解か、なぜ不正解かといったことをていねいに説明していますので、
本書1冊で合格レベルの実力を身に付けることができます。

Windows Server 2012の機能は多岐にわたります。日々業務で
Windows Server 2012を使っていても、そのすべての機能に精通し
ている方はなかなかいらっしゃらないことでしょう。本問題集では、
限られた紙面の範囲内でできるだけ多くの画面イメージを掲載する
ことで、日頃Windows Server 2012に親しんでいない方でも理解し
やすい解説になるよう心がけました。しかし、紙面から実機の操作
性や一連の設定の全体像を把握するのは困難です。より高い学習効
果が得るために、ぜひマイクロソフトのサイトでWindows Server 
2012 R2の評価版をダウンロードし、実際に操作しながら学習を進
めてください。

最後になりましたが、本書をご活用いただき、より多くの方が
70-410試験の合格を勝ち取られますことを祈念いたします。

2015年3月
著者一同
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マイクロソフト認定技術資格制度の概要

MCPプログラム（Microsoft Certified Professional Program：マイクロソフト認
定技術資格制度）は、システムエンジニア、システムインテグレータ、コンサルタ
ント、プログラマ、トレーナーなど、コンピューターや情報システム関連の技術者
を対象とした、マイクロソフト製品の技術的知識に関する認定資格制度です。

MCPプログラムは、米国をはじめとする世界150カ国以上で実施されています。
試験問題は、米国で開発されたのち、各国語にローカライズされているため、世界
共通の内容と基準で提供されています。このため、MCPを取得することによって、
世界的に技術力を証明することができます。

■ マイクロソフトの資格体系
マイクロソフトの資格は、技術レベルに応じて、次の3つのレベルに分類されます。

各レベルとも、対象となる技術別に複数の資格に分かれています。

●MTA（マイクロソフト認定テクノロジーアソシエイト）
入門レベルの資格で、基礎的な技術知識を有していることを証明します。ITキャ

リアをスタートしたばかりの人や、ITの基本について理解を深めたいと考えている
IT以外の職種の人、IT技術者を目指す学生などが対象です。

●MCSA（マイクロソフト認定ソリューションアソシエイト）
初級の技術者に必要な技術レベルを有することを証明する資格です。取得するこ

とでIT業界に就職・転職する際の足掛かりを得られると同時に、上級レベルの資格
取得を目指すための必須要件を満たすことができます。

●MCSE（マイクロソフト認定ソリューションエキスパート）／MCSD（マイクロ
ソフト認定ソリューションデベロッパー）
マイクロソフト資格体系の最上位に位置し、経験を積んだ技術者・開発者が目指

すべき資格です。マイクロソフトのクラウド技術やソリューションの設計や構築に
関して、高度な専門知識を有することを証明します。

マイクロソフト認定
テクノロジーアソシエイト

（MTA）

マイクロソフト認定
ソリューションアソシエイト

（MCSA）

マイクロソフト認定
ソリューションエキスパート

（MCSE）

マイクロソフト認定
ソリューションデベロッパー

（MCSD）



「MCSA：Windows Server 2012」資格について

MCSAの資格のひとつで、エンタープライズ環境においてWindows Server 2012の
サービスとインフラストラクチャの実装、管理、保守などを提供できる技術と知識
が評価されます。次の試験に合格することで取得できます。

●必須科目
・試験番号70-410：Windows Server 2012のインストールおよび構成
・試験番号70-411：Windows Server 2012の管理

●選択科目（1科目を選択）
・試験番号70-412：高度なWindows Server 2012サービスの構成
・試験番号70-346：Office 365のIDと要件の管理
・試験番号74-409：Windows Server Hyper-VとSystem Centerによるサーバー仮想化
・試験番号70-462：Microsoft SQL Server 2012データベースの管理

「Windows Server 2012のインストールおよび構成」試験について

■ 資格対象者
Windows Server 2012オペレーティングシステムに関する知識と経験を持つITプ

ロフェッショナルで、Windows Server 2012のコアインフラストラクチャサービス
（Active Directory、ネットワークサービスなど）の実装に必要なスキルと知識の評
価を受けようとしている人を対象としています。

■ 試験範囲
●サーバーのインストールおよび構成（17%）

・サーバーをインストールする
・サーバーを構成する
・ローカル記憶域を構成する

●サーバーの役割および機能の構成（16%）
・ファイルおよび共有へのアクセスを構成する
・印刷とドキュメントサービスを構成する
・リモート管理用にサーバーを構成する

● Hyper-Vの構成（17%）
・仮想マシンの設定を作成および構成する
・仮想マシンの記憶域を作成および構成する
・仮想ネットワークを作成および構成する
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●コアネットワークサービスの展開および構成（16%）
・ IPv4アドレスおよびIPv6アドレスを構成する
・動的ホスト構成プロトコル（DHCP）サービスを展開および構成する
・ DNSサービスを展開および構成する

●Active Directoryのインストールおよび管理（18%）
・ドメインコントローラーをインストールする
・ Active Directoryユーザーとコンピューターを作成および管理する
・ Active Directoryグループと組織単位（OU）を作成および管理する

●グループポリシーの作成および管理（16%）
・グループポリシーオブジェクト（GPO）を作成する
・セキュリティポリシーの構成
・アプリケーション制限ポリシーの構成
・ Windowsファイアウォールを構成する

■ 試験要項
試験番号： 70-410
科目名	：   Windows Server 2012のインストールおよび構成
試験時間： 120分
受験料	：   19,000円＋税

■ 出題形式
試験は、コンピューターのディスプレイに表示される問題に、コンピューター

を使用して解答する形式で行われます。複数の選択肢から適切な解答を選択する多
岐選択方式の問題、選択肢を適切な順に並べかえるドラッグ＆ドロップ問題、要求
される事項を入力する入力問題などが用意されています。

■ 上位資格
MCSA：Windows Server 2012資格は、以下のMCSE資格取得の前提となっています。

・MCSE：Enterprise Devices and Apps
・MCSE：Server Infrastructure
・MCSE：Desktop Infrastructure
・MCSE：Private Cloud
・MCSE：Messaging
・MCSE：Communication
・MCSE：SharePoint

6
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受験申し込み方法

MCP試験は、株式会社ピアソンVUEのWebサイト、または電話で申し込みます。
各試験センターの会場で随時受験することができます。

・株式会社ピアソン VUE

URL	 http://www.pearsonvue.com/japan/
Tel	 0120-355-173または0120-355-583（9:00～18:00、土日祝日、年末年始休業を除く）
※Webで申し込む場合は、アカウントを作成する必要があります。

MCPの問い合わせ先

MCPの制度および受験後の認定証の取得に関する詳細はマイクロソフトのWeb
サイトを参照してください。

・ 日本マイクロソフト認定プログラム事務局 MS-Learning窓口
URL	 http://www.microsoft.com/ja-jp/learning/mcp/
Tel	  0120-77-2057（9:00～17:30、土日祝日、指定休業日を除く）

本書の活用方法

本書は、「Windows Server 2012のインストールおよび構成（70-410）」試験の合
格を目指す方を対象とした問題集です。本文は、出題範囲に沿った問題と解答で構
成されています。第1章から第6章までは、出題範囲のカテゴリ別の章立てになって
います。第7章と第8章は、模擬試験の位置付けとなる「総仕上げ問題」です。各章
の問題・解説で学習したのちに、実戦形式の総仕上げ問題で受験対策の仕上げをし
ましょう。

① 問題を解きながら合格レベルの実力が身に付く
単なる試験対策の問題だけでなく、本試験の問題を解くために必要な知識やスキ

ルを身に付けるための問題も掲載されています。第1章〜第6章の問題は、解き進め
ていくとそのカテゴリに関する理解度が深まるように構成されています。

② 丁寧な解説と重要項目がわかる試験対策
解説では、正解・不正解の理由をていねいに説明しています。
本文中の「試験対策」欄には、試験の重要項目を挙げていますので、試験対策を

効率的に行うことができます。

③ 本試験と同レベルの模擬問題を2回分掲載
第7章と第8章には、本試験と同レベルの問題を掲載しています。受験対策の総仕

上げとして、本試験と同じ時間（目安は120分）で解いてみましょう。2回分の模擬
問題を解くことで、より実戦的な試験対策が可能になります。
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本書の構成

■ 問題
本書の問題は、「Windows Server 2012のインストールおよび構成」試験への合

格に必要な知識を効率的に学習することを目的に作成したものです。解答していく
だけで、合格レベルの実力が身に付きます。

解答ページ
問題の右下に、解答ページが表示さ
れています。ランダムに問題を解く
ときも、解答ページ探しに手間取る
ことがありません。

チェックボックス
確実に理解している問題のチェックボックス
を塗り潰しながら問題を進めれば、2回目から
は、不確かな問題だけを効率的に解くことが
できます。すべてのチェックボックスが塗り
潰されれば、合格は目前です。

● 多岐選択問題

選択肢の中から、1つまたは指定された数の正
解を選択する問題を想定したものです。

● 入力問題

キーボードを使って正解を入力する問題を想
定したものです。

● ドラッグアンドドロップ問題

選択肢を該当する項目に割り当てる問題を想
定したものです。



■ 解答
出題方式に応じて以下のように解答してください。解説には、問題の正解およ

び不正解の理由だけでなく、用語や重要事項などが詳しく解説されています。

本文中で使用するマーク
解答ページには、以下のマークで重要事項や参考情報を示しています。

試験対策のために理解しておかな
ければいけないことや、覚えてお
かなければいけない重要事項を示
しています。

試験対策とは直接関係はありませ
んが、知っておくと有益な情報を
示しています。
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解説（用語）

重要な用語は、太字で表記されています。

問題ページ

問題文を参照したいときに便利です。

解説（選択肢）

正解である選択肢はBや（B）のように強調
表示し、不正解である選択肢はAや（A）の
ように表記し、それぞれの根拠を表示してい
ます。
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□	 1. 無制限の仮想インスタンスをサポートするWindows Server 2012 R2の
エディションを選びなさい。（1つ選択）

 A. Standard

 B. Datacenter

 C. Essentials

 D. Foundation

□	 2. A社では、Windows Server 2012 R2をインストールしようと考えてい
ます。インストールするときの最小システム要件として適切なものを選
びなさい。（3つ選択）

 A. 512MB以上のRAM

 B. 64GB以上のディスク容量
 C. 32BG以上のディスク容量
 D. 256MB以上のRAM

 E. 64ビットプロセッサ
 F. 32ビットプロセッサ
 

□	 3. Windows Server 2012 R2が対応しているインストール形態を選びなさ
い。（2つ選択）

 A. グラフィカル管理ツールとインフラストラクチャ
 B. GUI使用サーバー
 C. サーバーグラフィックシェル
 D. Server Core

 

a P27

a P28

a P28
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 第   章1

サ
ー
バ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
構
成（
問
題
）

	 4. 32ビットプロセッサのコンピューターにWindows Server 2008 R2が
インストールされています。このサーバーをWindows Server 2012 R2
にアップグレードしようと考えています。適切な方法を選びなさい。（1
つ選択）

 A. Windows Server 2012 R2は32ビットプロセッサをサポートして
いないため、コンピューターをリプレースする

 B. Windows Server 2012 R2インストールDVDでコンピューターを
起動して、インストールの種類の選択画面で［アップグレード］
を選択する

 C. Windows Server 2012 R2インストールDVDでコンピューターを
起動して、インストールの種類の選択画面で［カスタム］を選
択する

 D. Windows Server 2012 R2インストールDVDでコンピューターを
起動すると、自動的にアップグレードされる

 

	 5. 32ビットプロセッサのコンピューターにWindows Server 2008 R2が
インストールされています。このサーバーの役割、OSの設定、ファイ
ルや共有を維持した状態でWindows Server 2012 R2に移行したいと考
えています。適切な設定を選びなさい。（1つ選択）

 A. Windows Server 2012 R2は32ビットプロセッサではサポートさ
れないため、移行することはできない。コンピューターをリプ
レースして新規に構成するしか方法はない

 B. Windows Server 2012 R2インストールDVDでコンピューターを
起動して、インストールの種類の選択画面で［アップグレード］
を選択する

 C. Windows Server 2012 R2インストールDVDでコンピューターを
起動して、インストールの種類の選択画面で［カスタム］を選
択する

 D. Windows Server移行ツールを使用して、コンピューターをリプ
レースして新規にインストールしたWindows Server 2012 R2に
移行させる

 

a P29

a P30

15
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□	 6. Windows Server 2008 R2のServer Coreがインストールされている
サーバーがあります。このサーバーをWindows Server 2012 R2のGUI
使用サーバーにアップグレードする必要があります。サーバーの役割と
構成は維持します。適切な設定を選びなさい。（1つ選択）

 A. Windows Server 2012 R2インストールメディアからsetup.exeを
実行し、GUI使用サーバーを選択する

 B. Windows Server 2012 R2インストールメディアからサーバーを
起動し、Server Coreインストールを選択する。インストールの
完了後に、GUI使用サーバーに切り替える

 C. Windows Server 2012 R2インストールメディアからサーバーを
起動し、GUI使用サーバーを選択する

 D. Windows Server 2012 R2インストールメディアからsetup.exeを
実行し、Server Coreインストールを選択する。インストールの
完了後に、GUI使用サーバーに切り替える

 

□	 7. あなたはAA.comの管理者です。Windows Server 2012 R2のServer 
CoreとGUI使用サーバーがインストールされているサーバーがありま
す。この2台のサーバーの初期構成を行う必要があります。適切な方法
を選びなさい。（2つ選択）

 A. サーバーマネージャーで設定する
 B. sconfigコマンドで設定する
 C. ipconfigコマンドで設定する
 D. netshコマンドで設定する
 E. 「ネットワークと共有センター」で設定する
 

□	 8. あなたはAA.comの管理者です。Windows Server 2012 R2がインス
トールされているGUI使用サーバーがあります。このサーバーにDHCP
サーバーの役割をインストールしたいと考えています。適切な設定を選
びなさい。（2つ選択）

 A. Microsoft管理コンソールからスナップインを追加する
 B. PowerShellからInstall-WindowsFeatureを実行する
 C. 「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」から

インバウンドルールを作成する
 D. 「役割と機能の追加ウィザード」を実行する
 

a P30

a P31

a P32
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 第   章1

サ
ー
バ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
構
成（
問
題
）

	 9. Windows Server 2012 R2がインストールされているGUI使用サーバー
があります。このサーバーでグラフィカルユーザーインターフェイス

（GUI）をアンインストールする必要があります。適切な設定を選びな
さい。（1つ選択）

 A. このサーバーにWindows Server 2012を再インストールする
 B. サーバーマネージャーで「ユーザーインターフェイスとインフ

ラストラクチャ」機能をアンインストールする
 C. PowerShellでUninstall-WindowsFeature PowerShell-ISEを実行す

る
 D. PowerShellでUninstall-WindowsFeature Desktop-Experienceを

実行する
 

	10. Windows Server 2012 R2がインストールされているGUI使用サー
バーがあります。コントロールパネル、エクスプローラー、Internet 
Explorer、および関連するすべてのコンポーネントとファイルを削除す
る必要があります。適切な設定を選びなさい。（1つ選択）

 A. Uninstall-WindowsFeature Server-Gui-Mgmt-Infra -Remove

 B. Uninstall-WindowsFeature Server-Gui-Shell -Remove

 C. Uninstall-WindowsFeature Server-Gui-Shell

 D. Uninstall-WindowsFeature Server-Gui-Mgmt-Infra

 

	11. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV2というサー
バーに.NET Framework 3.5の機能を追加する必要があります。適切な
設定を選びなさい。（1つ選択）

 A. Windows Identity Foundation（WIF）3.5をインストールする
 B. Webサーバー（IIS）のサーバーの役割をインストールする
 C. SV2をインターネットに接続してWindows Updateからインス

トールする
 D. .Net Framework 4.5をインストールする
 

a P35

a P37

a P38
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□	12. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV1とSV2という
名前のGUI使用サーバーがあります。SV2のサーバーグラフィックシェ
ルを削除して、次の条件でSV2を再起動する必要があります。適切なツー
ルを選びなさい。（1つ選択）

条件①：SV2で再起動
条件②：SV1からSV2を再起動

 A. 条件①：sconfig 条件②：サーバーマネージャー
 B. 条件①：netsh 条件②：サーバーマネージャー
 C. 条件①：netsh 条件②：電源オプション
 D. 条件①：sconfig 条件②：電源オプション
 

□	13. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV1というサー
バーがあります。このほど、新しいサーバーにWindows Server 2012 
R2のServer Coreをインストールしました。新しいサーバーをSV1のサー
バーマネージャーに追加する必要があります。画面を参照し、新しいサー
バーで構成するオプションのメニュー項目の番号を選びなさい。（1つ
選択）

 

 

a P38

a P39
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	14. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV1というサー
バーがあります。SV1からリモートでSV3にWebサーバー（IIS）の役割
をインストールする必要があります。利用するツールを選びなさい。（2
つ選択）

 A. SV1のサーバーマネージャーで［すべてのサーバー］を選択し
て［SV3］で右クリックし、［役割と機能の追加］からインストー
ルする

 B. SV1のサーバーマネージャーで、［ユーザーインターフェイスと
インフラストラクチャ］機能をインストールする

 C. SV1のサーバーマネージャーで［すべてのサーバー］を選択
して［SV3］で右クリックし、PowerShellを起動後、Install-

WindowsFeature Web-Serverコマンドレットを実行する
 D. SV1でInstall-RemoteAccessコマンドレットを実行する
 

	15. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV1というサー
バーがあります。SV1のサーバーマネージャーからリモートでWindows 
Server 2008 R2を管理する必要があります。このWindows Server 
2008 R2にインストールする必要があるコンポーネントを選びなさい。

（2つ選択）

 A. .NetFramework 4.0

 B. Windows Management Framework 3.0

 C. .NetFramework 3.5

 D. Windows展開サービス
 

	16. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV1というサー
バーがあります。SV1には5つのネットワークアダプターがあり、その
うち3つのネットワークアダプターからネットワークアダプターチーム
を作成する必要があります。使用するツールを選びなさい。（1つ選択）

 A. ルーティングとリモートアクセス
 B. ネットワークと共有センター
 C. サーバーマネージャー
 D. ネットワーク負荷分散マネージャー
 

a P40

a P41

a P41
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□	17. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV2というサー
バーがあります。SV2には、イーサネット1、イーサネット2、イーサネッ
ト3、イーサネット4という名前の4つのネットワークアダプターがあり
ます。イーサネット2、イーサネット3を使用してTeam1という名前の
NICチームを作成しました。SV2がVLAN10およびVLAN11のトラフィッ
クを受け付けられるようにする必要があり、ネットワークアダプターに
障害が発生した場合は、両方のVLANでネットワークトラフィックを受
信できるようにします。この場合、最初に行うべき操作を選びなさい。（1
つ選択）

 A. Install-WindowsFeatureコマンドレットを実行する
 B. New-NetLbfoTeamコマンドレットを実行する
 C. サーバーマネージャーからTeam1にネットワークアダプターを

追加する
 D. Remove-NetLbfoTeamコマンドレットを実行する
 

□	18. サービスが失敗した場合のコンピューターの動作の構成の説明として適
切なものを選びなさい。（2つ選択）

 A. 各サービスのプロパティの［回復］タブから設定する
 B. 各サービスのプロパティの［全般］タブから設定する
 C. サービスが失敗した場合、サービスは自動的に再起動されるた

め、構成する必要はない
 D. 最初のエラー、次のエラー、その後のエラーに対して、それぞ

れ異なった構成ができる
 

□	19. 仮想ハードディスクにWindows Server 2012 R2のイメージがありま
す。このイメージに言語パックをオフラインで追加しようと考えていま
す。適切なコマンドを選びなさい。（1つ選択）

 A. dismコマンドの/Add-Packageオプション
 B. Install Windows-Featureコマンドレットの/Add-Packageオプ

ション
 C. dismコマンドの/Add-Driverオプション
 D. オフラインでは追加できない
 

a P43

a P43

a P45
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	20. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV2というサー
バーがあります。システム管理者はユーザーBabaにSV2のバックアッ
プ作業の管理を委任したいと考えています。適切な設定を選びなさい。

（1つ選択）

 A. BabaをNetwork Configuration Operatorsのメンバーにする
 B. BabaをBackupOperatorsのメンバーにする
 C. BabaをAdministratorsのメンバーにする
 D. 一般ユーザーでもバックアップ作業は可能であるため、特別な

設定は必要ない
 

	21. Windows PowerShell Desired State Configuration（DSC）の特徴と
して適切なものを選びなさい。（3つ選択）

 A. プッシュ型とプル型がある
 B. 1台のサーバーから複数のコンピューターに対して役割や機能

の展開や構成が可能
 C. Windows Management Framework 4.0（WMF 4.0）に含まれて

いる
 D. Windows Server 2003からサポートされている
 

	22. Windows Server 2012 R2がインストールされているSV1というサー
バーがあります。そのほかに、Windows Server 2012 R2がインストー
ルされている10台のWebサーバーがあります。Windows PowerShell 
Desired State Configuration（DSC）を作成し、SV1からすべての
Webサーバーに対して設定をプッシュする必要があります。SV1で
Webサーバー用のファイルセットを変更して展開するときに使用する
PowerShellコマンドレットを選びなさい。（1つ選択）

 A. Get-DcsConfiguration

 B. Set-DcsConfiguration

 C. Install-DcsConfiguration

 D. Start-DcsConfiguration

 

a P45

a P46

a P47
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□	23. Windows Server 2012 R2で記憶域スペースを構成し、3方向ミラーを構
成します。必要なディスクは何台か選びなさい。（1つ選択）

 A. 2台
 B. 4台
 C. 3台
 D. 5台
 

□	24. Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1というサーバーを管
理しています。ストレージ容量を増やすために新しく4台のハードディ
スクドライブを追加しました。記憶域スペースを構成するために最初に
行う操作を選びなさい。（1つ選択）

 A. 記憶域プールを作成する
 B. ボリュームを作成する
 C. 仮想ディスクを作成する
 D. パーティションを作成する

□	25. Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1というサーバーを管
理しています。記憶域スペースを構成しています。できるだけ使用効率
を上げるための設定を選びなさい。（1つ選択）

 A. ［最大限］で仮想ディスクを作成する
 B. ［最小限］で仮想ディスクを作成する
 C. ［可変］で仮想ディスクを作成する
 D. ［固定］で仮想ディスクを作成する

□	26. ベーシックディスクの説明として正しいものを選びなさい。（1つ選択）

 A. 複数のディスクを組み合わせて1つのボリュームを作成できる
 B. Windowsをインストールできる
 C. パーティションの拡張や縮小ができない
 D. ダイナミックディスクからデータの損失なしに変換できる

a P48

a P49

a P50

a P51
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	27. Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1というサーバーを管
理しています。3台のディスクをダイナミックディスクにしました。同
じデータを書き込むことで1台のディスク障害に対応できるようにしま
す。構成するボリュームとして適切なものを選びなさい。（1つ選択）

 A. ストライプボリューム
 B. スパンボリューム
 C. RAID-5ボリューム
 D. ミラーボリューム

	28. あなたは、Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1という
サーバーを管理しています。サーバーに3TBのハードディスクを接続し
ました。全領域を1つのパーティションとして使用する場合に最初に行
う操作を選びなさい。（1つ選択）

 A. ディスクをダイナミックディスクに変換する
 B. ディスクをGPTディスクに変換する
 C. ディスクをベーシックディスクに変換する
 D. ディスクをMBRディスクに変換する

	29. サーバーSV1にあるパーティションE:をできるだけ縮小するために 
diskpartコマンドを実行しています。続けて使用するコマンドを選びな
さい。（3つ選択）

 A. select partition 1

 B. compact

 C. select disk 1

 D. shrink

 E. remove

a P51

a P52

a P53
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□	30. Hyper-Vの役割をインストールしたSV1というサーバーを管理していま
す。仮想マシン用にデータを準備するため、data.vhdxという仮想ハー
ドディスクを作成しました。物理ホストからdata.vhdxにファイルをコ
ピーするための操作を選びなさい。（1つ選択）

 A. mountコマンドを実行する
 B. エクスプローラーでマウントする
 C. Mount-Imageコマンドレットを実行する
 D. diskpartコマンドでimportコマンドを実行する

□	31. Windows Server 2012 R2を実行するSV1というサーバーがあります。
SV1にはDisk0、Disk1、Disk2、Disk3の4つのディスクがあり、それぞ
れ次のような構成です。

ディスクの種類 パーティション
Disk0 MBR Cドライブ（ブートパーティション）
Disk1 GPT パーティションなし
Disk2 MBR Hドライブ
Disk3 GPT パーティションなし

Disk1～Disk3を使って記憶域プールを構成します。最初に必要な作業
を選びなさい。（1つ選択）

 A. Disk1とDisk3をMBRディスクに変更する
 B. Hドライブを削除する
 C. Disk1～Disk3をダイナミックディスクに変更する
 D. Disk1とDisk3にパーティションを作成する

□	32. Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1というサーバーがあ
ります。記憶域プールを構成するためにディスクを接続します。接続で
きるディスクの種類を選びなさい。（2つ選択）

 A. SAS

 B. RAIDアレイ
 C. iSCSI

 D. JBODディスクエンクロージャー

a P54

a P54

a P55
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	33. Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1とSV2というサー
バーがあります。いずれもドメインに参加済みです。SV2のサーバーマ
ネージャーでは、リモート管理が無効になっています。SV1からSV2を
リモートで管理するのに必要な設定を選びなさい。（1つ選択）

 A. SV1のサーバーマネージャーでSV2を追加する
 B. SV2でWinrm qcを実行する
 C. SV1でWinrm qcを実行する
 D. SV1の「コンピューターの管理」でSV2に接続する

	34. あなたはAA.comドメインの管理者です。ドメインにSV1、SV2という
2台のメンバーサーバーがあります。SV1ではWindows Server 2012 
R2、SV2ではWindows Server 2008 R2を実行しています。SV1のサー
バーマネージャーからSV2を管理できるようにします。必要な作業を選
びなさい。（1つ選択）

 A. SV2にPowerShellを追加する
 B. SV1でリモートサーバー管理ツールを構成する
 C. SV1に.Net Framework 4.0をインストールする
 D. SV2にWindows Management Framework 3.0をインストールす

る

	35. Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1とSV2というサー
バーがあります。SV1とSV2はドメインに参加しています。また、SV2
はServer Coreで構成されています。SV1の「コンピューターの管理」ツー
ルでSV2に接続しました。イベントログを表示するために必要な作業を
選びなさい。（1つ選択）

 A. SV2でSconfig.exeを実行する
 B. SV2でSet-NetFirewallRuleコマンドレットを実行する
 C. SV2でNew-NetFirewallRuleコマンドレットを実行する
 D. SV2でEnable-NetFirewallRuleコマンドレットを実行する

a P55

a P56

a P56
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□	36. ドメインにWindows Server 2012 R2をインストールしたサーバーが
20台あります。これらのサーバーはSV1というサーバーのサーバーマ
ネージャーから管理しています。サーバーの設置場所ごとに分けて管理
したい場合に必要な作業を選びなさい。（1つ選択）

 A. サーバーマネージャーでサーバーグループを作成する
 B. 「Active Directoryユーザーとコンピューター」でOUを作成する
 C. SV1にリモートサーバー管理ツールをインストールする
 D. 「Active Directoryユーザーとコンピューター」でコンピューター

アカウントのプロパティを編集する

□	37. Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1というサーバーが
あります。SV1にpingコマンドを実行したところ、「Request timed 
out.」というメッセージが表示されました。自分のPCからSV1のリソー
スにはアクセスできます。SV1にpingコマンドを実行できるようにする
ために必要な作業を選びなさい。（1つ選択）

 A. SV1の［セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール］
で、［ファイルとプリンターの共有］の規則を有効化する

 B. SV1の［セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール］
で、［ファイルサーバーリモート管理］の規則を有効化する

 C. SV1の［ネットワークの場所］を［パブリック］に変更する
 D. SV1の［セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール］

で、［ネットワーク探索］の規則を有効化する

□	38. Windows Server 2012 R2をインストールしたSV1とSV2というサー
バーがあります。いずれもドメインに参加していません。SV1からSV2
をリモート管理するため、両方にAdminというユーザーを作成し、同
じパスワードを設定しました。SV1にAdminでログオンし、「コンピュー
ターの管理」ツールでSV2に接続しましたが、共有フォルダーやタスク
スケジューラーを表示できません。リモート管理を可能にするために必
要な作業を選びなさい。（1つ選択）

 A. SV2のレジストリを構成する
 B. SV2の共有フォルダーのアクセス許可を構成する
 C. SV2のNTFSアクセス許可を構成する
 D. SV2のサーバーマネージャーでリモート管理を設定する
 

a P56

a P57

a P58
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第 1 章 サーバーのインストールと構成

解 答
 第   章1

サ
ー
バ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
構
成（
解
答
）

	 1.	 B	

Windows Server 2012 R2を使用するには、複数のエディションの中から適
切なものを選択しインストールする必要があります。不要な機能に費用をか
けることなく最適なエディションを選択することが重要です。
エディションによって、サポートしているリソースや役割は異なります。主
なエディションは次のとおりです。

●Windows Server 2012 R2 Datacenter

Windows Server 2012 R2のすべての機能を搭載しています。無制限の仮想
マシンライセンスが含まれているため、プライベートクラウド（企業が自
社内に構築したクラウドサービス）のような高度に仮想化された環境に適
しています（B）。

●Windows Server 2012 R2 Standard

Windows Server 2012 R2のすべての機能を搭載しています。2つの仮想マシ
ンライセンスが含まれるため、軽度に仮想化された環境や、仮想化されて
いない環境に適しています（A）。

●Windows Server 2012 R2 Essentials

25名以下の小規模事業所向けに用意されたサーバーです。機能制限があり、
仮想マシンライセンスは含まれません（C）。

●Windows Server 2012 R2 Foundation

15名以下の小規模事業所向けに用意されたサーバーです。OEMによって安
価に提供されますが、多くの機能制限があり、仮想マシンライセンスは含
まれません（D）。

a P14
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	 2.	 A、C、E	

Windows Server 2012 R2の最小システム要件は次のとおりです。

・ プロセッサ ………… 1.4GHz以上の64ビットプロセッサ（E）
・ メモリ ……………… 512MB以上（A）
・ ハードディスク …… 32GB以上（C）

ただし、あくまでも最小のインストール要件であり、実稼働でのハードウェ
ア要件は異なります。ファイルサーバーや仮想ホストとして運用するには、
実装に応じたメモリ容量やディスク容量が必要です。
なお、Windows Server 2008までは32ビット版（x86）と64ビット版（x64）
がサポートされていましたが、Windows Server 2012からは64ビット版（x64）
のみのサポートとなっています。

	 3.	 B、D	

Windows Server 2012 R2のインストール形態には、GUI使用サーバー（B）と
Server Core（D）の2種類があります。
GUI使用サーバーは、従来のWindowsと同様のGUIを備えており、わかりやす
い操作で簡単にシステム運用管理が行えます。Server Coreは最小限のGUIの
みで構成されるため、セキュリティ面で脆弱性が低く、安定稼働させること
ができます。GUI使用サーバーとServer Coreの特徴は次のとおりです。

●GUI使用サーバー
・ わかりやすい操作で簡単にシステム運用管理が行える
・ GUIとコマンドラインの両方の操作が可能
・ Webブラウザなど多くの機能が使用可能
・ 消費メモリやディスク使用量が多い
・ 多くのコンポーネントから構成されるため、修正プログラムが比較的多い

a P14

Windows Server 2012 R2インストールの最小システム要件を覚えてお
きましょう。

Windows Server 2012 R2 Datacenterエディションでサポートできる最
大ハードウェアは、640個の論理プロセッサ、4TBのRAMです。

a P14



2929

 第   章1

サ
ー
バ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
構
成（
解
答
）

●Server Core

・ 原則的にコマンドで操作するため、初心者には操作が難しい
・ 小型軽量であり、消費メモリやディスク使用量が少ない
・ 利用するソフトウェアコンポーネントが少ないため、修正プログラムが
比較的少ない

Windows Server 2012以降では、「グラフィック管理ツールとインフラストラ
クチャ」（A）とサーバーグラフィックシェル（C）を追加、または削除する
ことで、インストール後でも、GUI使用サーバーとServer Coreを相互に変更す
ることが可能です。（解答9を参照）。

	 4.	 A	

元のサーバーにインストール済みのファイル、設定、アプリケーションを維
持したまま同じハードウェアを使用したい場合には、アップグレードを実
行します。アップグレードはインプレースアップグレードとも呼ばれます。
Windows Server 2012 R2にアップグレードできるのは、元のOSが64ビットプ
ロセッサのWindows Server 2008 R2 SP1、Windows Server 2012のみです。ま
た、アップグレードできるのは、同一エディション、同一インストール形態
（Server CoreからServer Core、GUI使用サーバーからGUI使用サーバーへのアッ
プグレード）に限られます。

【Windows Server 2012 R2へのアップグレードパス】
元のWindows Server OS アップグレード先のエディション

Windows Server 2008 R2 Datacenter SP1 Windows Server 2012 R2 Datacenter
Windows Server 2008 R2 Standard SP1、
Windows Server 2008 R2 Enterprise SP1

Windows Server 2012 R2 Standard
または
Windows Server 2012 R2 Datacenter

Windows Web Server 2008 R2 SP1 Windows Server 2012 R2 Standard
Windows Server 2012 Datacenter Windows Server 2012 R2 Datacenter
Windows Server 2012 Standard Windows Server 2012 R2 Standard

または
Windows Server 2012 R2 Datacenter

アップグレード元となる既存のWindows Serverが起動している状態で、
Windows Server 2012 R2のセットアッププログラム（setup.exe）を実行する
ことでアップグレードが開始されます。
Windows Server 2012 R2は64ビットプロセッサのみをサポートしているため、

Windows Server 2012以降では、OSをインストールしたあとでも、GUI

使用サーバーとServer Core間の変更が可能です。
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32ビットプロセッサのコンピューターにインストールされているWindows 

Server 2008 R2をWindows Server 2012 R2に直接アップグレードすることはで
きません。コンピューターの本体を交換（リプレース）する必要があります
（A）。

	 5.	 D	

32ビットプロセッサのコンピューターではインプレースアップグレード
ができないため、新しいハードウェアに移行する必要があります。このと
き、Windows Server移行ツールを使用すると、新規にインストールした
Windows Server 2012 R2に、サーバーの役割、OSの設定などを移行すること
ができます（D）。
Windows Server 2008 R2を実行しているコンピューターから役割、機能など
を移行する場合は、別のコンピューターに新規にインストールした移行先の
Windows Server 2012 R2にWindows Server移行ツールをインストールし、次
の操作を行います。

① 移行先サーバーに展開フォルダーを作成する
② 移行元サーバーに展開フォルダーをコピーする
③ 移行元サーバーにWindows Server移行ツールを登録する

なお、Windows Server移行ツールは役割のひとつであるため、サーバーマネー
ジャーの「役割と機能の追加ウィザード」でインストールする必要がありま
す。

	 6.	 D	

アップグレードするには、同一エディションに加えて同一インストール形態
である必要があります。そのため、Windows Server 2008 R2のServer Coreから、
Windows Server 2012 R2のGUI使用サーバーに直接アップグレードすることは
できません。まず、Windows Server 2008 R2のServer Coreでsetup.exeを実行し、
Windows Server 2012 R2のServer Coreにアップグレードします。Server Coreへ
のアップグレードが完了したあとで、Windows Server 2012 R2のGUI使用サー
バーに切り替えます（D）。

32ビットプロセッサのコンピューターにインストールされている
Windows ServerをWindows Server 2012 R2に直接アップグレードするこ
とはできないため、64ビットプロセッサのコンピューターにリプレース
する必要があります。

a P15
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Windows Server 2012 R2インストールメディアからコンピューターを起動し、
アップグレードを選択すると、互換性のレポートメッセージが表示され、アッ
プグレードはできません（B、C）。

	 7.	 A、B	

Windows Server 2012 R2のインストール中には、コンピューター名やIPアド
レス、ドメイン名などの初期構成は行わないので、インストール後に行う必
要があります。
GUI使用サーバーでは、サーバーマネージャーの［ローカルサーバー］を使
うと簡単に設定できます（A）。管理者アカウントでログオンすると、サーバー
マネージャーが自動的に起動します。設定できる主な項目は次のとおりです。

・ コンピューター名
・ ドメインへの参加
・ Windowsファイアウォール
・ リモート管理
・ NICチーミング
・ IPアドレス設定
・ Windows Update

・ タイムゾーン

【サーバーマネージャーの［ローカルサーバー］】

Windows Server 2008 R2のServer CoreをWindows Server 2012 R2のGUI使
用サーバーにアップグレードするには、Windows Server 2012 R2のServer 

Coreにアップグレードしてから、GUI使用サーバーに切り替えます。
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サーバーマネージャーは統合管理ツールです。初期構成のほかに監視、役割
と機能の追加と削除、シャットダウンなどが行えます。Windows Server 2012

以降のサーバーマネージャーでは、リモート管理機能が強化されています。
Server Coreではサーバーマネージャーを使用できないため、コマンドプロ
ンプトやPowerShellでsconfigコマンドを使用して初期構成を行います（B）。
sconfigコマンドを実行するとメニュー画面が表示されるので、項目の番号を
入力して設定を行います。

【sconfigコマンドのメニュー画面】

ipconfigは、ネットワーク設定を確認するコマンドです（C）。netshは、TCP/IP

などのネットワーク関係のパラメーターを設定するコマンドです（D）。「ネッ
トワークと共有センター」では、ネットワーク情報の表示と接続のセットアッ
プができます（E）。

	 8.	 B、D	

Windows Server 2012 R2をインストールして、ネットワーク設定やコンピュー
ター名などの初期構成が完了したら、サーバーに必要な役割や機能をインス
トールします。役割や機能をインストールすることで、Windows Serverをさ
まざまな用途に使えるようになります。役割と機能の違いは次のとおりです。

Windows Server 2012 R2の初期構成ツール
・ GUI使用サーバー …… サーバーマネージャー
・ Server Core …………… sconfigコマンド
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●役割
サーバーのサービスとしてクライアントに提供します。代表的な役割とし
ては、Active Directoryドメインサービス、Webサーバー（IIS）、DHCPサーバー、
DNSサーバー、ファイルサーバーなどがあります。また、1つの役割の中に
複数の補助役割が含まれる場合があります。たとえば、Webサーバーの役
割には、補助役割として過去のWebサーバーであるIIS 6との互換環境が含
まれます。このような補助役割を役割サービスといいます。

●機能
そのサーバーだけで完結したコンポーネントを提供します。代表的な機能
に、バックアップ、BitLockerドライブ暗号化、Windows Server移行ツール
などがあります。

役割と機能を追加するには、GUIまたはコマンドを使います。
GUI使用サーバーで役割や機能を追加するには、サーバーマネージャーから
［管理］メニューの［役割と機能の追加］をクリックし、役割と機能の追加ウィ
ザードを実行します（D）。
役割や機能ごとに異なるウィザードが自動的に起動し、必要な作業を簡単に
正しく行うことができます。ある役割や機能を実行するために別の役割や機
能が必要である場合は、警告ダイアログボックスが表示され、クリックひと
つで簡単に追加できます。

【役割と機能の追加ウィザード】

※次ページに続く
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役割や機能を削除する場合は、［管理］メニューの［役割と機能の削除］を
クリックし、「役割と機能の削除ウィザード」を実行します。

Server Coreで役割や機能を追加するには、PowerShellを起動し、Install-

WindowsFeatureコマンドレットを使用します（B）。たとえば、DHCPサーバー
の役割を追加する場合は次のコマンドレットを実行します。

【DHCPサーバーの役割を追加】

Install-WindowsFeature DHCP

なお、GUI使用サーバーのサーバーマネージャーと異なり、追加で必要な作
業は一切提示されず、管理者が手動で行う必要があります。
役割や機能の名前が不明な場合は、Get-WindowsFeatureコマンドレットで
確認できます。

【Get-WindowsFeatureコマンドレットの表示結果】

また、インストールした役割や機能を削除するには、Uninstall-Windows 

Featureコマンドレットを使用します。たとえば、DHCPサーバーの役割を削
除するには次のコマンドレットを実行します。
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【DHCPサーバーの役割を削除】

Uninstall-WindowsFeature DHCP

なお、役割や機能を追加するには、dismコマンドを使用することもできます。

Microsoft管理コンソールは、スナップインと呼ばれるコンポーネントを追加
し、独自の管理ツールを作成できるツールです（A）。
「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」は、送受信トラ
フィックに対するフィルター処理やIPsecとの統合など、ファイアウォールの
管理ツールです（C）。

	 9.	 B	

Windows Server 2012 R2では、インストール後にGUI使用サーバーとServer 

Coreを切り替えることができます。GUI使用サーバーでユーザーインターフェ
イスとインフラストラクチャ機能を削除することでServer Coreとして起動で
きます（B）。
GUI使用サーバーとServer Coreの違いは、「ユーザーインターフェイスとイン
フラストラクチャ」機能のコンポーネントである「グラフィック管理ツール
とインフラストラクチャ」とサーバーグラフィックシェルの2つがインストー
ルされているかいないかです。
「ユーザーインターフェイスとインフラストラクチャ」機能を削除するに
は、サーバーマネージャーの「役割と機能の削除ウィザード」を利用するか、
PowerShellで次のコマンドレットを実行します。

 「ユーザーインターフェイスとインフラストラクチャ」機能の削除
Uninstall-WindowsFeature Server-Gui-Mgmt-Infra,Server-Gui-Shell

※次ページに続く

役割や機能の追加や削除を行う場合は、サーバーマネージャーまたは、
Install-WindowsFeatureコマンドレット、Uninstall-WindowsFeatureコマ
ンドレットを使用します。
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